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議事に先立ち、配布資料（３ページ参照）は下記の２セットになっている旨、事務局が説明した。： 
・2013-2-01～ 2013-2-03、2013-2-05～ 2013-2-09　

・2013-2-04　

４．議事概要　
４－１．第１回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録の確認　

・第１回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録（業界横断2013-2-02）の内容を確認した。
・前回協議の活動実施グループ⑴⑵⑶⑷と各活動事項の一覧資料（業界横断2013-2-03）を示し、これに則り４グループの各進捗報告を今回行うことを事務局が説明した。
４－２．SIPS V2による国内実証の進捗状況　
・グループ ⑴「業界横断EDI仕様Ⅴ2.0に基づく国内実証の推進」活動の進捗状況に関し、リーダーが資料（業界横断2013-2-04）により報告を行った。
・「国際EDI標準(国連CEFACT)の中小企業への活用に関する実証実験」補助事業概要説明書（愛知県補助事業申請時の文書）により平成24～25年度事業の概略を説明した。

・金融EDI連携を考慮した実証実験とするための活動として前回既報の､日本銀行金融機構局金融高度化センター7月10日開催ワークショップの報告資料を紹介した。
・2013年度「受発注(豊田市消耗品購買)双方にEDIを導入した実証実験」の実施の要点が説明され、事業の工程表も示された。
・予算取得が叶い状況が整えば2014年度に、「でんさいネット」との連携案に基づく実証実験を予定することが可能になる。
・業界横断EDI仕様Ⅴ2.0－中小企業共通EDI基本仕様に、見積りメッセージBIE表が無いため提案する予定であり、情報項目が足りない場合には追加の必要も検討する。
・トヨタ関連メーカーで構成するワーキンググループ（トヨタWG）は2013年４月、部品１次メーカーと２次メーカー間のEDI共通化を行った。トヨタWGでは、今後、当EDIのXML項目が世界的標準となることも要望している。両件についての資料がそれぞれ紹介された。
・トヨタWGの情報項目と業界横断EDI仕様Ⅴ2.0とが相異している点に関し、ITコーディネータ協会の協力のもとに事務局において整理を行う予定。これまで一般製造系を中心の照合等は行ったが、カンバン系（DELFOR､DELJIT等）の視点で調べる必要がある。
・中小企業への働き掛けの状況についてITコーディネータ協会より説明がなされた。全国中小企業団体中央会会員350団体にEDIに関してアンケートを行い、70程回答を受け、その回答の内容から熱心な３団体に話を聞く予定である。また、機械関係の企業（日本機械工業連合会）はJEITA標準の使用が多いが、業界横断EDI仕様を試みてみないか打診することも考慮中であることが報告された。

・全日本電設資材卸業協同組合連合会（JEDA)の業界業務の中でも卸・商社系の建材・設備関係の業務に、業界横断EDI仕様準拠のEDIおよびアプリケーションを図る予定である。
・JEDAは９月19日に電設資材EDI説明会の開催を予定し20社程の参加があることから、SIPS事務局がその中で業界横断EDI仕様の説明を行う予定であるとの紹介があった。
４－３．業界横断データ辞書の新領域への展開　
・業界横断データ辞書の新登録領域への展開に関し資料（業界横断2013-1-05）により､事務局が概要説明を行った。　
・「国際標準に基づくEDI（業界横断EDI仕様）」の導入につき、公的にも認めてもらうことを念頭に、業界横断EDI仕様適合ソリューションの登録・公開の必要性がでてきた。
・同資料｢領域メッセージ辞書登録手続｣案が示された。：「領域メッセージ登録申請 － 登録申請メッセージの審査 － 登録と公開［適合ソリューション申請 － 同審査 － 登録と公開］」

・登録申請の受付と登録は､SIPS事務局が担当し、申請の審査は当TFメンバーにより行うことを事務局が提案した。
・申請の審査に関しては､タスクフォースという名でなく､審査会、技術審査会等の名称を付して当TFとは独立して行うほうが、申請側は受容れ易いのではとの案が出された。　
・領域メッセージ登録の申請があり、必要となる場合には、国連CEFACTにBIE追加の申請を行う。
・メッセージ審査は、情報項目についての審査を行う。ソリューション審査は、サービスおよびソフトウェアの仕様が業界横断EDIと適合しているかを審査する。
・審査に関し､透明性が問われることが予測される等についても話し合われた。　
・全日本電設資材卸業協同組合連合会に、JEDA共通EDIメッセージの登録申請を進めるよう要請が行われた。　
・トヨタWGおよびCEDIの情報項目のマッピング試行を進めるよう、事務局が要望した。
４－４．海外現地調査計画　
・インドネシア現地調査計画に関し資料（業界横断2013-2-06）により､事務局が概要説明を行った。　
・調査の目的（現地および国際サプライチェーンにおける取引文化の違いによる課題とITによる解決支援ニーズにつき日系現地法人ヒアリング実施）、調査期間（10月27日～11月1日）、調査対象候補組織（現在５）、調査団員（現在５）、調査項目（2012年度バンコク調査と同項目の調査目的合致事項）、調査参加費用概算、日程、宿泊先が示された。
・調査団への参加を、申込期限９月20日として呼掛けており、インドネシア渡航にはビザの取得が必要であること等を事務局が説明した。　　
・同調査に加え、海外現地調査として12月初旬に、実証実験可能性調査を目的にタイ国内のネットワークを含め、データ項目（一般方式かカンバン方式か－ 現時点では当TFリーダーは両方を予定）等を調べるため、リーダーとメッセージング基盤TFの藤野リーダーおよび事務局がバンコク調査を計画していることが紹介された。　
　
４－５．海外取引のためのインフラ整備　

・事務局が、ビジネスインフラガイドブックⅤ2.0英訳版を資料（業界横断2013-2-07）の “White Paper : UN/CEFACT CCL Utilization in Japan – Business Infrastructure Guide Book”と共にAFACTに提示したこと、SIPSホームページTOPICS９月６日の項に同ホワイトペーパーとⅤ2.0英訳版を掲出してあることを報告した。
・同英訳版はAFACTの運営委員会と技術・手法委員会に回付してある。アジア地区におけるCCL展開フレームワークが必要であり、11月にホーチミンで開催されるAFACT会議においてアジア版業界横断辞書フレームワーク案を策定し、これに則りメッセージ辞書レジストリ設計を行い､AFACTへのアジア･レジストリの提案に繋げる。　
・メッセージ辞書レジストリ設計に関し、その根拠規格ISO 19763－6 “Registry Summary” の担当が、資料（業界横断2013-2-08）により説明を行った。

・業界横断データを例とするデータ辞書の構成図、そのうちのメッセージ辞書のレジストリの構成図、ISO 19763－6例示のサプライチェーンにおけるレジストリ適用例、ISO 19763－6レジストリ･サマリーのデータモデル和訳版のそれぞれについて、概要説明があった。
４－６．経済産業省が進める共通語彙基盤整備　
・経済産業省情報プロジェクト室が進める共通語彙基盤整備に関し、資料（業界横断2013-2-09）により事務局が概要説明を行った。
・同プロジェクト室は、共通語彙基盤（IMIアイ･エム･アイ: Infrastructure for Multi-layer Interoperability）、特に行政の共通語彙に重点を置いた基盤検討の一環で､同基盤検討および情報連携用 語彙データベース(共通語彙には海外からの参照も充分見込まれる)に係るプロジェクトの説明会を９月12日に開催、公募受付を10月16日としている。
・複数目的、複数組織間でのデータ再利用に、用語の辞書を整備し各種データの同一性確認を容易化してシステム間の連携やオープンデータの活用を容易にすることを目的に､2012年度検討委員会はIMIコアボキャブラリ1.00､IMI防災（物資）コアボキャブラリ1.00､ルール案（名前付ルール､情報交換パッケージ（EDIのメッセージに相当)､メンテナンスルール)等を整備した。その成果を評価後､2013年度は､６月の閣議決定による世界最先端IT国家創造宣言に基づくオープンデータおよび電子政府のための各工程表に沿う検討を行う。共通語彙基盤作業グループ（委員会､WGの設置主体は経産省､事務局はIPA）に事務局は委員として参加し､SIPSとの矛盾が無いよう努めている。
４－７．今後の予定　　
・当会議後11月までのスケジュール等を勘案し、下記の次回会議日程を合意した。 
第３回TF会議
１１月２１日（木）　14:00～17:00
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